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夏
休
み
と
あ
っ
て
、
大

桟
橋
に
は
ク
ル
ー
ズ
客
船

が
次
々
と
停
ま
る
。
こ
の

日
は
商
船
三
井
の
「
に
っ

ぽ
ん
丸
」
が
一
日
停
泊
す

る
筈
。
そ
ん
な
訳
で
カ
メ

ラ
を
抱
え
た
人
が
沢
山
待

ち
受
け
て
い
た
が
・・・
に
っ

ぽ
ん
丸
は
台
風
十
六
号
の

為
、
次
の
寄
港
地
小
樽
に

向
け
て
早
く
も
出
港
。

　
よ
く
大
桟
橋
で
見
か
け

る
ロ
イ
ヤ
ル
ウ
イ
ン
グ
が

停
泊
。
ラ
ン
チ
、
デ
ィ

ナ
ー
ク
ル
ー
ズ
の
船
だ
が

こ
の
日
は
月
曜
日
と
あ
っ

て
お
休
み
。
こ
の
船
は
、

元
は
大
阪
と
別
府
を
結
ぶ

瀬
戸
内
海
航
路
に
就
航
。

一
九
六
〇
～
七
〇
年
代
の

新
婚
旅
行
の
コ
ー
ス
の
一

つ
。
昔
、
そ
の
航
路
に
乗
っ

た
人
も
い
る
だ
ろ
う
。

　
ス
ケ
ッ
チ
を
始
め
た
ら
、

二
万
ト
ン
と
い
う
大
き
な

「
ぱ
し
ふ
ぃ
っ
く
び
い
な

す
」
が
入
港
し
た
。
夏
休

み
東
京
湾
ク
ル
ー
ズ
で
夕

方
出
港
し
、
翌
日
午
後
に

は
戻
っ
て
く
る
と
云
う
。

ク
ル
ー
ズ
船

大
桟
橋

　
　
横
浜
港

支離滅裂な政府答弁

邦
人
の
乗
っ
て
い
な
い
船

　

昨
年
五
月
、
安
倍
首
相

は
「
海
外
で
紛
争
が
発

生
。
邦
人
を
輸
送
し
て
い

る
米
艦
が
、
日
本
近
海
で

攻
撃
さ
れ
た
ら
守
れ
る
よ

う
に
す
る
の
が
集
団
的
自

衛
権
」
と
説
明
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
八
月
26
日
、

中
谷
防
衛
相
は
「
邦
人
が

乗
っ
て
い
る
か
は
判
断
の

要
素
の
一
つ
。
絶
対
的
な

物
で
は
な
い
」
と
答
弁
。

　

矛
盾
を
追
及
さ
れ
る
と

「
総
合
的
に
判
断
す
る
」

と
。
つ
ま
り
、
そ
の
時
々

勝
手
に
決
め
る
の
だ
。

結
論
あ
り
き
の
消
化
試
合

　

こ
う
し
た
政
府
の
態
度

に
つ
い
て
、
26
日
の
Ｔ
Ｂ

Ｓ
の
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
２
３
で
コ

メ
ン
テ
ー
タ
ー
姜
尚
中
氏

は
「
ア
メ
リ
カ
と
の
約
束

を
先
行
さ
せ
、
そ
れ
を
守

る
為
の
結
論
あ
り
き
の
消

化
試
合
。
国
会
も
、
国
民

主
権
も
な
い
が
し
ろ
に
、

立
憲
主
義
も
外
し
て
良
い

と
し
て
い
る
」
と
批
判
。

世
界
中
で
武
力
行
使

　

積
極
的
平
和
主
義
の
提

唱
者
ガ
ル
ト
ゥ
ン
グ
氏
は

「
安
保
法
案
が
成
立
す
れ

ば
、
日
本
は
米
国
と
一
致

協
力
し
て
世
界
中
で
武
力

を
行
使
す
る
。
そ
う
な
れ

ば
、
必
ず
報
復
を
招
く
。

日
本
の
安
全
が
脅
か
さ
れ

る
」
と
述
べ
て
い
る
。

元
最
高
裁
判
事
も

　

26
日
、「
戦
争
法
案
を

廃
案
に
」
と
法
曹
界
・
学

者
三
百
人
が
集
ま
っ
た
。

元
法
制
局
長
官
や
元
最
高

裁
判
事
も
「
戦
争
法
案
は

憲
法
違
反
で
廃
案
し
か
な

い
」
と
声
を
合
わ
せ
た
。

　

八
月
30
日
、
国
会
包
囲

十
万
人
、
全
国
百
万
人
行

動
を
総
が
か
り
行
動
実
行

委
が
呼
び
か
け
て
い
る
。

　
み
な
さ
ん
は
ど
う
思
わ

れ
ま
す
か
？


